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第 4 章では，パイロットプラントにおいてT-N除去率に及ぼす曝気断続時間の効果を検討し， TO 
C容積負荷量0.25kg/rrf ・ day ， T-N容積負荷量0.025kg/ rrf ・ day，曝気量70P/min (流入水量60P 




















(5) パイロットプラントを用いて30分間隔の曝気の始動停止と， TOC容積負荷量0.25kg/ぱ・ day ，
T-N容積負荷量0.025kg/Irl・ day の条件で， T-N除去率約70--80%の好成績を得ている O
(6) 団地マンションの生活汚水を処理している曝気循環炉床実プラントを用い断続曝気により約80%
という高率窒素除去を達成し，効率的かっ経済的な汚水高度処理法の開発に成功している O
以上のように，本論文で述べられている曝気循環炉床の浄化機能の向上に関する研究は，有機性汚濁
物質のみならず通常の生物処理では僅かしか除去されない窒素をも極めて効率よく除去しうることを明
示したもので，学術上，実用上有用な成果であり，水質管理工学特に水処理技術の発展に寄与するとこ
ろが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認めるO
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